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身体障害者補助犬の専門職のかかわりに関する調査研究 調査概要 令和６年３月 社会システム株式会社

１.本調査研究の目的
身体障害者補助犬（以下、補助犬という）については、訓練及び認定における専門職のかかわりが重要であり、令和３年度の「身体障害者補助犬の訓練及び認定

のあり方検討会」においてもその重要性についての意見があったものの、専門職の補助犬に関して学ぶ機会は現状では少ない。そこで、言語聴覚士、理学療法士、
作業療法士等の専門職の方々に対する調査により実態を把握し、かかわりのあり方について整理を行う。また、専門職に対する普及について検討するとともに、補
助犬の普及につながるツール等を作成する。

２.調査研究の結果概要
(1) 専門職の補助犬の認知度等に関する調査

障害者が社会参加を進めるために自立生活を考えるにあたって、「補助犬使用」がひとつの選択肢であることの情報を得るためには、そのタイミングにおいて関
わりのある専門職がキーパーソンとなると考えられる。そこで、専門職における補助犬の認知度や、障害者との関わりの実態を把握するため、アンケート調査を実
施した。対象の専門職は、社会福祉士・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・歩行訓練士とした。
〇調査方法：各職域の協会を通じてアンケート調査についての案内をした上で、インターネットアンケートに回答をいただいた。
〇回 収：1,693サンプル（理学療法士100票、作業療法士931票、言語聴覚士515票、社会福祉士84票、歩行訓練士22票、その他41票）を回収した。

■補助犬への認識は薄い
盲導犬については、名前・役割ともに知っている人が９割を超えているものの、介

助犬・聴導犬の割合は低く、また導入プロセス、補助犬法については９割以上が知ら
ない状況にある。
■補助犬について学ぶ機会が少ない
社会福祉士・歩行訓練士については、「日々の業務」で補助犬について知る機会が

比較的あるものの、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士は「業務外の自主的な学
習」が知る機会となっている。また、自由記述を見ても、「教育課程や研修会などの
学ぶ機会を作ってほしい」という意見が多数見られ、こうした「知る機会」が増えな
ければ知識を得られない現状にあると言える。
■補助犬を障害者にとっての選択肢として見ていない（こうした助言をしていない）
障害者の相談・助言をする上で、補助犬の使用については93.2％が「含んでいな

い」と回答しており、また、補助犬と暮らしたいという問い合わせも3.4%しか受けた
ことがない状況にある。また、自由記述では、「補助犬を選択肢に入れることを考え
てもみなかった」という意見もあった。
■まずは、補助犬がどういう働きをしているのかを知ることから始めたい
自由記述を見ると、「まずは補助犬を知ることから始めなければならない」という

記述が多数あり、補助犬が障害者に対してどんな支援をするのか、また導入プロセス
や背景についても「知る」ことから始めなければならない現状にあると言える。
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■補助犬を持つこと、誰に相談すべきかの情報提供が専門職の役割
専門職全体としては「補助犬を持つことへの情報提供」「補助犬について誰に相談す

べきかの情報提供」を多くの人が挙げている。なお社会福祉士は「補助犬の貸与につい
ての情報提供」も専門職の役割として多数挙げている。
■学ぶ方法としては、研修会、e-learning、簡潔なリーフレットが挙げられた
多く挙げられたのは「簡潔なリーフレット」「e-learning」であるが、職域ごとに見

ると、相談に乗っている人は「リー
フレット」を、治療・リハに当たっ
ている人は「リーフレット」
「e-learning」を、教育・研究に
当たっている人は「e-learning」
を挙げている。
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(2) 専門職の補助犬使用へのかかわりの実態調査

補助犬ユーザーの視点として、補助犬に関してどのような情報をどんなタイ
ミングで提供されれば「補助犬を使用するという選択」に繋がると考えている
かを把握するため、補助犬ユーザーへのヒアリング調査を実施した。
〇調査方法：補助犬ユーザーに対するヒアリング調査
〇対 象：８名（盲導犬ユーザー２名、聴導犬ユーザー３名、介助犬ユー

ザー３名）

■補助犬使用を選択したきっかけ
・補助犬の情報には、ほとんどが「自分で調べて」たどり着いている
・社会参加や生活のあり方のイメージをする中で、「補助犬の使用」を有効と感じた
・積極的な外出、自立した生活のために、「補助犬を使用すること」を選択している

〇視覚障害者
・生活をどのようにしていこう？と考える中で、たくさんのユーザーの声や本を読んで
「盲導犬と暮らすこと」がイメージできた

・体験歩行をしてみて、外出の機会が広がるのではないかと楽しくなった
〇聴覚障害者
・外で働くことへの不安を抱えていたが、新聞で聴導犬について知り、働くことに意欲
がわいた

・子どもを育てていく中で、聴導犬のサポートが自分にとって必要なものだと思った
・聴導犬への興味から、他のユーザーと繋がり、補助犬との暮らしを希望した

〇肢体不自由者
・積雪時に溝にはまって動けなくなった時、調べて「介助犬」という存在を知り、一人で
の外出時に安心できるのではと思った

・リハビリテーションセンターで出会った人が介助犬ユーザーとなり、興味を持った
・手の力が弱くなっていく中で、介助犬の存在を知り、家族に迷惑をかけずに生活ができ
るのではないかと考えた

■自立した生活について考えたタイミング
リハビリや訓練等を行っていく中で、自立した生活のイメージを考えている
➡各障害の「生活をどうしていくか」のイメージを考える段階において、その人
のイメージにあった補装具やサポートの情報を適切に提供し、それぞれの人に
あったより良い生活を立てていくことができることが重要。

〇視覚障害者：
盲学校、歩行訓練、日常訓練をしていく中で、自分の生活のイメージができる

〇聴覚障害者：
ろう学校等の機会はあるが、視覚障害者や肢体不自由者とは違って日常生活を
していけるために、考える機会はさまざま。

〇肢体不自由者：
急性期では生活について考える余裕がないが、回復期に入って生活をどうする
か考えられるようになる。リハビリを行う上で専門職に相談して補装具使用に
ついて考えるが、専門職は生活全般のイメージまでは相談できないこともある。

障害、ユーザー歴について

盲導犬ユーザー ①ユーザーＡ 先天性。ユーザー歴は10年以上
②ユーザーＢ 中途障害。ユーザー歴は10年以上

聴導犬ユーザー ③ユーザーＣ 先天性。ユーザー歴は10年以上
④ユーザーＤ 先天性。ユーザー歴は10年以上
⑤ユーザーＦ 中途障害。ユーザー歴は10年以上

介助犬ユーザー ⑥ユーザーＣ 交通事故。ユーザー歴は10年未満
⑦ユーザーＤ 進行性。ユーザー歴は10年未満
⑧ユーザーＦ 進行性。ユーザー歴は10年未満
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(3) 専門職の補助犬のかかわりのあり方に関する検討（アウトプットの方向性）

専門職の方々に補助犬のことを知っていただき、補助犬の普及につなげていくために、実態調査で得られた専門職が求めている情報内容、学びの機会の視点か
ら、アウトプットの方向性を検討した。

■求められている「内容」
〇専門職自身が「補助犬」について知ること
〇障害者の相談・助言時に「情報提供」ができる程度の知識を
持てること
…補助犬はどんな人が持てるのか、誰に相談するとよいのか

■求められている「学びの機会」（どんなツールが必要か）
〇業務中などに活用できる「簡潔なリーフレット」
…基本的な情報やポイントが示されている

〇研修や自分の知識を深めていくために活用できる「教材ツー
ル」
…教育課程や研修に使える教材

〇E-learningに活用できる動画（情報センターの動画プログラ
ム等既往素材の活用）

アウトプット作成の方針

１.障害者の中には、「補助犬使用が選択肢の一つである人がいる」ことの理解
すべての障害者にとって補助犬使用が必要ではないが、社会参加や生活の質の向

上のために「補助犬使用が選択肢の一つである人がいる」ことを認識していただく
必要がある。

２.補助犬についての「情報提供」ができるよう、基本的な補助犬の機能を伝える
盲導犬の認知度は高かったものの、介助犬・聴導犬は名前・役割ともに知らない

という人もいた。また「まずは知ること」「知識を増やすこと」などのご意見もあ
り、基本的な情報、障害者にどんな支援ができるのかなど基本的な情報のインプッ
トが必要。

3.補助犬の使用による障害者にとっての効果を伝える
専門職の方たちが補助犬の普及啓発を図っていくには、「障害者にもたらす補助

犬使用の効果」などの情報も認識しておくことが必要である。

４.障害者を補助犬使用につなげていくために必要な「誰に相談すべきか」の情報を
提供する
ユーザー団体・支援団体・育成団体などの相談先の情報を提供することが必要で

ある。

5.学びやすい機会を生むためのツール展開
専門職が学びやすい、使いやすいツールを展開していくことが必要である。

実態調査から整理された、求められているアウトプット
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(4) 補助犬使用の普及につながるツール等の作成

専門職の方々に向けた補助犬使用の普及につながるツールとして、以下のリーフレットを作成した。リーフレットは、弊社ホームページにデータを公開し（転
載可能として公表）、各専門職の協会等を通じたデータ案内、また専門職の養成機関（専門職の養成科のある大学、専門学校）へのダイレクトメールによる案内
を行って周知を図った。


